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(57)【要約】
電子内視鏡に搭載される電子デバイスの保護を強化した
電子内視鏡装置を提供する。電子内視鏡装置１は、電子
内視鏡２と、電子内視鏡２との間で電力及び信号を授受
するプロセッサ装置３と、を備え、電子内視鏡２及びプ
ロセッサ装置３は、相互に接続されるコネクタ１３及び
１４をそれぞれ有し、コネクタ１３及び１４は、電力及
び信号を授受する入出力部３１及び３３と、電子内視鏡
２及びプロセッサ装置３の各々のグランドを導通させる
接触部３２及び３４とをそれぞれ含んでおり、コネクタ
１３及び１４の相互の接続が解除される際に、入出力部
３１及び３３の相互の結合が解除されて電力の授受が不
能となった後に接触部３２及び３４の相互の接触が解除
される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子内視鏡と、前記電子内視鏡との間で電力及び信号を授受するプロセッサ装置と、を
備え、
　前記電子内視鏡及び前記プロセッサ装置は、相互に接続されるコネクタをそれぞれ有し
、
　前記コネクタは、電力及び信号を授受する入出力部と、前記電子内視鏡及び前記プロセ
ッサ装置の各々のグランドを導通させる接触部とをそれぞれ含んでおり、
　前記コネクタの相互の接続が解除される際に、前記入出力部の相互の結合が解除されて
電力の授受が不能となった後に前記接触部の相互の接触が解除される電子内視鏡装置。
【請求項２】
　前記入出力部は、相互に絶縁された状態で電力及び信号を授受する請求項１記載の電子
内視鏡装置。
【請求項３】
　前記コネクタの相互の接続が解除される際の前記電子内視鏡の前記コネクタの相対移動
方向に沿って、電力の授受が維持される前記入出力部の相互の最大離間距離をＬ１、前記
コネクタが相互に接続されている状態での前記接触部の各々の先端部間距離をＬ２、前記
コネクタが相互に接続されている状態から前記入出力部の相互の離間距離が前記最大離間
距離Ｌ１となるまでの前記電子内視鏡の前記コネクタの相対移動量をＬとして、Ｌ２＞Ｌ
である請求項２記載の電子内視鏡装置。
【請求項４】
　前記先端部間距離Ｌ２と前記相対移動量Ｌとの差が２０ｍｍ以上である請求項３記載の
電子内視鏡装置。
【請求項５】
　少なくとも一方の前記コネクタは他方の前記コネクタに摺動する摩擦体を有する請求項
１から４のいずれか一項記載の電子内視鏡装置。
【請求項６】
　前記摩擦体が摺動する前記他方のコネクタにおける被摺動部は、前記コネクタの相互の
接続が解除される際の前記電子内視鏡の前記コネクタの相対移動方向に沿って、前記摩擦
体との間に前記相対移動量Ｌ以上且つ前記先端部間距離Ｌ２未満の間隔をあけて設けられ
ている請求項５記載の電子内視鏡装置。
【請求項７】
　前記電子内視鏡は内部電源非搭載の電子内視鏡である請求項１から６のいずれか一項記
載の電子内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　撮像装置等の電子デバイスを搭載した電子内視鏡は、プロセッサ装置に接続され、プロ
セッサ装置との間で電子デバイスの電力及び信号を授受する。
【０００３】
　電子内視鏡とプロセッサ装置との間の電力及び信号の授受において、電子内視鏡及びプ
ロセッサ装置の各々のコネクタには、典型的には相互に接続される端子群が設けられ、こ
れらの端子群を通して電力及び信号が伝送される。
【０００４】
　そして、電子デバイスに電力が供給されるのに先行して信号が印加された場合に懸念さ
れる電子デバイスの破損を防止するように構成された電子内視鏡装置も知られている（例
えば特許文献１及び２参照）。
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【０００５】
　特許文献１に記載された電子内視鏡装置は、信号端子が接続されるのに先行してグラン
ド端子及び電力端子が接続され、また、信号端子の接続が解除されるのに後続してグラン
ド端子及び電力端子の接続が解除されるように構成されている。
【０００６】
　特許文献２に記載された電子内視鏡装置は、コネクタの接続に連動するスイッチが電力
ラインに設けられ、グランド端子及び電力端子が接続された後に電力ラインへの給電が開
始されるように構成されている。
【０００７】
　また、コネクタの端子群の接続によって電力及び信号を授受する電子内視鏡装置では、
電子内視鏡の洗浄及び消毒の際に電子内視鏡のコネクタの端子群の防水処理が必要となる
。そこで、端子群に替えてコイル対や受発光素子などを用い、電子内視鏡とプロセッサ装
置との間で絶縁を保って電力及び信号の授受を行う電子内視鏡装置も知られている（例え
ば、特許文献３及び４参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平７－３２６４２７号公報
【特許文献２】特開２０００－９２４７８号公報
【特許文献３】特開平１０－１５５７４０号公報
【特許文献４】特開２０１３－２０８１８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　例えばプロセッサ装置の電源がＯＦＦされ、又は電子内視鏡のコネクタとプロセッサ装
置のコネクタとの接続が解除され、プロセッサ装置から電子内視鏡への電力の供給が遮断
された直後において、電子内視鏡の電子デバイスには残留電荷が存在している。残留電荷
は、例えば回路の抵抗によって放電されるが、その際に電子内視鏡のグランドがフローテ
ィングされていると、想定とは異なる経路及びタイミングで残留電荷が放電され、電子デ
バイスが誤動作する虞がある。
【００１０】
　特許文献３及び４に記載された電子内視鏡装置のように電子内視鏡とプロセッサ装置と
の間で絶縁を保って電力及び信号の授受を行う電子内視鏡装置にあっては、防水処理を不
要とすべくコネクタの端子群が排除されており、電子内視鏡のグランドはプロセッサ装置
のグランドから分離されてフローティングされている。そのため、電子内視鏡とプロセッ
サ装置との間で絶縁を保って電力及び信号の授受を行う電子内視鏡装置は、残留電荷に対
して脆弱である。
【００１１】
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、電子内視鏡に搭載される電子デ
バイスの保護を強化した電子内視鏡装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　電子内視鏡と、電子内視鏡との間で電力及び信号を授受するプロセッサ装置と、を備え
、電子内視鏡及びプロセッサ装置は、相互に接続されるコネクタをそれぞれ有し、コネク
タは、電力及び信号を授受する入出力部と、電子内視鏡及びプロセッサ装置の各々のグラ
ンドを導通させる接触部とをそれぞれ含んでおり、コネクタの相互の接続が解除される際
に、入出力部の相互の結合が解除されて電力の授受が不能となった後に接触部の相互の接
触が解除される電子内視鏡装置。
【発明の効果】
【００１３】
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　本発明によれば、電子内視鏡に搭載される電子デバイスの保護を強化することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施形態を説明するための、電子内視鏡装置の一例の外観図である。
【図２】図１の電子内視鏡装置のブロック図である。
【図３】図１の電子内視鏡装置の電子内視鏡及びプロセッサ装置の各々のコネクタの構成
を示す平面図である。
【図４】図３の電子内視鏡のコネクタの正面図である。
【図５】図３の電子内視鏡及びプロセッサ装置の各々のコネクタが相互に接続された状態
を示す模式図である。
【図６】図３の電子内視鏡及びプロセッサ装置の各々のコネクタの相互の接続が解除され
る過程の状態を示す模式図である。
【図７】図３の電子内視鏡及びプロセッサ装置の各々のコネクタの変形例の構成を示す模
式図である。
【図８】図３の電子内視鏡及びプロセッサ装置の各々のコネクタの他の変形例の構成を示
す模式図である。
【図９】図３の電子内視鏡及びプロセッサ装置の各々のコネクタの他の変形例の構成を示
し、コネクタが相互に接続された状態を示す模式図である。
【図１０】図９のコネクタの相互の接続が解除される過程の状態を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の好適な実施形態について、図面を参照して説明する。
【００１６】
　図１は、本発明の実施形態を説明するための、電子内視鏡装置の一例の構成を示す。
【００１７】
　電子内視鏡装置１は、電子内視鏡２と、プロセッサ装置３と、プロセッサ装置３に接続
されたモニタ４とを備える。
【００１８】
　電子内視鏡２は、被検体内に挿入される挿入部１０と、挿入部１０に連なる操作部１１
と、操作部１１から延びるユニバーサルコード１２とを有している。ユニバーサルコード
１２の末端にはコネクタ１３が設けられており、コネクタ１３はプロセッサ装置３に設け
られたコネクタ１４に接続され、両コネクタ１３及び１４を介して電子内視鏡２とプロセ
ッサ装置３とが接続されている。
【００１９】
　図２は、電子内視鏡装置１の機能ブロックを示す。
【００２０】
　電子内視鏡２の挿入部１０の先端部には、照明光を照射する照明光学系２０と、対物光
学系２１及び対物光学系２１によって結ばれる像を受像する撮像装置２２と、が設けられ
ている。
【００２１】
　照明光学系２０から照射される照明光は、プロセッサ装置３に設けられている光源２４
によって生成され、ユニバーサルコード１２（図１参照）に内包されるライトガイド２５
によって光源２４から照明光学系２０まで導かれる。
【００２２】
　撮像装置２２は、ＣＣＤ（Charge Coupled Device）イメージセンサやＣＭＯＳ（Compl
ementary Metal-Oxide Semiconductor）イメージセンサなどの撮像素子２８と、撮像素子
２８を駆動し、撮像素子２８から画像信号を読み出す駆動・読出回路２９とで構成されて
いる。駆動・読出回路２９は、例えば撮像素子２８のドライバや、撮像素子２８から読み
出される画像信号を増幅するアンプや、画像信号をデジタル変換して出力するＡ／Ｄ変換
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器などを含んで構成される。
【００２３】
　撮像素子２８及び駆動・読出回路２９の動作電力や、駆動・読出回路２９に入力される
制御信号及び駆動・読出回路２９から出力される画像信号は、ユニバーサルコード１２に
内包される配線群３０によって伝送され、コネクタ１３及び１４を介して電子内視鏡２と
プロセッサ装置３との間で授受される。
【００２４】
　なお、プロセッサ装置３から供給される電力を一旦蓄えるバッテリー等の内部電源が電
子内視鏡２に搭載され、この内部電源から撮像素子２８及び駆動・読出回路２９に電力が
供給されるように構成される場合もあるが、図示の例では、内部電源は非搭載である。
【００２５】
　コネクタ１３には、プロセッサ装置３のコネクタ１４との間で上記の電力及び信号を授
受する入出力部３１と、電子内視鏡２のグランドに接続された接触部３２とが設けられて
いる。
【００２６】
　プロセッサ装置３は、入出力部３３と、接触部３４と、回路部３５とを有する。
【００２７】
　入出力部３３は、コネクタ１４に設けられており、コネクタ１４に接続される電子内視
鏡２のコネクタ１３との間で上記の電力及び信号を授受する。接触部３４もまた、コネク
タ１４に設けられており、接地されたプロセッサ装置３の筐体（グランド）３６にコンデ
ンサＣ１を介して接続されている。
【００２８】
　回路部３５は、例えば図示しない商用電源から撮像素子２８及び駆動・読出回路２９に
供給する電力を生成する電源回路３７と、駆動・読出回路２９の信号を処理する信号処理
回路３８とを有する。信号処理回路３８は、例えば駆動・読出回路２９の動作を制御する
制御回路や、画像信号にホワイトバランス補正等の各種信号処理を施して画像データを生
成する画像処理回路などを含んで構成される。信号処理回路３８によって生成された画像
データはモニタ４（図１参照）に表示される。
【００２９】
　コネクタ１３の入出力部３１とコネクタ１４の入出力部３３とは、互いに絶縁されて電
力及び信号を授受する。なお、本明細書において、「絶縁」とは電力や信号を伝送する導
体が分離されていることをいい、入出力部３１及び３３の間で導体が分離されている。
【００３０】
　図示の例では、コイル４０が入出力部３１及び３３にそれぞれ設けられており、コイル
４０の対は、コネクタ１３及び１４が相互に接続された状態で非接触にて対向配置され、
電磁誘導を利用して互いに絶縁を保って電力を伝送する。
【００３１】
　また、入出力部３１及び３３のうち、各信号の出力側に発光素子４１ａが、また入力側
に受光素子４１ｂがそれぞれ設けられ、発光素子４１ａ及び受光素子４１ｂの対は、コネ
クタ１３及び１４が接続された状態で接触又は非接触にて対向配置され、光を利用して互
いに絶縁を保って信号を伝送する。
【００３２】
　なお、絶縁を保った電力及び信号の授受は上記の方式に限られるものではない。例えば
電力の授受には、コイル４０を共振器として利用する磁気共鳴方式を用いることもでき、
また、信号の授受については無線通信を用いることもできる。
【００３３】
　一方、コネクタ１３の接触部３２とコネクタ１４の接触部３４とは、コネクタ１３及び
１４が接続された状態で互いに接触し、電子内視鏡２のグランドとプロセッサ装置３の筐
体３６とが互いに導通される。
【００３４】
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　電子内視鏡２のグランドとプロセッサ装置３の筐体３６とが互いに導通されることによ
り、高周波処置具の輻射ノイズや静電気ノイズなどの電子内視鏡２に印加されたノイズは
、電子内視鏡２のグランドからプロセッサ装置３の筐体３６に流れ、電子内視鏡２におけ
るノイズの影響が低減される。特に本例では筐体３６が接地されているので、ノイズは電
子内視鏡２及びプロセッサ装置３から速やかに排除される。それにより、撮像素子２８や
駆動・読出回路２９といった電子内視鏡２に搭載される電子デバイスの誤動作を抑制する
ことができる。
【００３５】
　また、コネクタ１４の接触部３４とプロセッサ装置３の筐体３６との間にはコンデンサ
Ｃ１が介在しており、このことによって、電子内視鏡２のグランドは、容量結合によって
交流的に筐体３６に導通され、直流的には筐体３６からフローティングされる。それによ
り、高周波であるノイズの筐体３６への移動を阻害することなく、電源回路３７を備える
プロセッサ装置３から電子内視鏡２を経て被検体に流れる漏れ電流をカットすることがで
きる。
【００３６】
　また、入出力部３３のグランド及び電源回路３７を含む回路部３５のグランドもプロセ
ッサ装置３の筐体３６に接続されるが、入出力部３３は電子内視鏡２と絶縁されているの
で、入出力部３３のグランドは回路部３５のグランドと共通とすることが可能である。そ
れにより、入出力部３３と回路部３５とを絶縁するためのトランスやフォトカプラなどの
絶縁手段を別途設ける必要がなくなる。
【００３７】
　なお、上述した電子内視鏡装置１では、電子内視鏡２に搭載される電子デバイスとして
撮像装置２２（撮像素子２８及び駆動・読出回路２９）を例示したが、電子内視鏡２に搭
載される電子デバイスは、撮像装置２２に限られるものではない。例えば上述した電子内
視鏡装置１では、プロセッサ装置３の光源２４によって生成された照明光をライトガイド
２５によって電子内視鏡２の挿入部１０の先端部に導いて照明光学系２０から照射する構
成とされているが、挿入部１０の先端部にＬＥＤ（Light Emitting Diode）及びその駆動
回路を設け、ＬＥＤによって照明光を生成することも可能である。
【００３８】
　図３及び図４は、電子内視鏡２のコネクタ１３及びプロセッサ装置３のコネクタ１４の
構成を示す。
【００３９】
　電子内視鏡２のコネクタ１３は、凸状に形成された嵌合部４２を有し、プロセッサ装置
３のコネクタ１４は、凹状に形成された嵌合部４３を有する。嵌合部４２及び４３は、コ
ネクタ１３及び１４の相互の接続に伴って互いに嵌合し、コネクタ１３の嵌合部４２はコ
ネクタ１４の嵌合部４３によって覆われる。
【００４０】
　図示の例において、凸状の嵌合部４２はコネクタ１３の略中央部に設けられており、嵌
合部４２には照明光を導くライトガイド２５の末端部が保持されている。また、嵌合部４
２を間に挟むコネクタ１３の両側部のうち一方の側部には電力を授受するコイル４０が設
けられ、他方の側部には信号を授受する発光素子４１ａ及び受光素子４１ｂが設けられて
いる。なお、コネクタ１３における嵌合部４２の配置、及びライトガイド２５やコイル４
０や発光素子４１ａや受光素子４１ｂの配置は図示の例に限定されるものではない。
【００４１】
　そして、コネクタ１３の接触部３２は嵌合部４２に設けられ、コネクタ１３の接触部３
２と接続されるコネクタ１４の接触部３４は嵌合部４３に設けられている。このように、
プロセッサ装置３の筐体３６に導通される接触部３２が、コネクタ１４の凹状の嵌合部４
３によって覆われるコネクタ１３の嵌合部４２に設けられていることにより、コネクタ１
３及び１４が相互に接続されている状態、即ち電子内視鏡装置１の使用時において接触部
３２が露出しない。それにより、電子内視鏡装置１の使用者が接触部３２に触れることを
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防止し、使用者の感電を防止することができる。
【００４２】
　好ましくは、接触部３２は、図示の例のように、嵌合部４２の外周面に設けられる。そ
れによれば、接触部３２及び３４の相互の接触面積を拡大でき、電子内視鏡２のグランド
とプロセッサ装置３の筐体３６とをより確実に導通させることができる。
【００４３】
　図５はコネクタ１３及び１４が相互に接続された状態を示し、図６はコネクタ１３及び
１４の相互の接続が解除される過程の状態を示す。
【００４４】
　コネクタ１３及び１４が相互に接続された状態において、電力を授受するコネクタ１３
及び１４の各々のコイル４０は、非接触にてコネクタ１３の嵌合部４２とコネクタ１４の
嵌合部４３との嵌合方向に対向して配置され、相互に電磁結合している。またコネクタ１
３の接触部３２とコネクタ１４の接触部３４とは相互に接触している。
【００４５】
　コネクタ１３及び１４の相互の接続が解除される際に、コネクタ１３の嵌合部４２とコ
ネクタ１４の嵌合部４３との嵌合方向に沿って、典型的には電子内視鏡２のコネクタ１３
が移動されて、コネクタ１３及び１４の相互の接続が解除される。
【００４６】
　コネクタ１３及び１４の相互の接続が解除される際のコネクタ１３の相対移動に伴い、
コネクタ１３の相対移動方向に沿って、コネクタ１３及び１４の各々のコイル４０は互い
に離間される。そして、コネクタ１３及び１４の各々のコイル４０の相互の離間距離が、
電力の授受が維持される最大離間距離を超えると、コイル４０の相互の電磁結合が解除さ
れ、電力の授受が不能となる。コイル４０の相互の最大離間距離は、コネクタ１４側のコ
イル４０に流れる電流やコネクタ１３及び１４の各々のコイル４０のサイズなどにもよる
が、１０ｍｍ程度である。
【００４７】
　本電子内視鏡装置１では、コイル４０の相互の電磁結合が解除されて電力の授受が不能
となった後に接触部３２及び３４の相互の接触が解除されるように構成されている。具体
的には、コネクタ１３の相対移動方向に沿って、電力の授受が維持されるコイル４０の相
互の最大離間距離をＬ１、コネクタ１３及び１４が相互に接続されている状態での接触部
３２及び３４の各々の先端部間距離をＬ２、コネクタ１３及び１４が相互に接続されてい
る状態からコイル４０の相互の離間距離が最大離間距離Ｌ１となるまでのコネクタ１３の
相対移動量をＬとして、Ｌ２＞Ｌに構成されている。
【００４８】
　上記の構成により、コネクタ１３の相対移動に伴ってコイル４０の相互の離間距離が最
大離間距離Ｌ１を超えてコイル４０の相互の電磁結合が解除された時点では、接触部３２
及び３４の相互の接触は維持され、電子内視鏡２のグランドとプロセッサ装置３のグラン
ドとの導通が保たれる。それにより、コイル４０の相互の電磁結合が解除されて電力の授
受が不能となった時点において、電子内視鏡２のグランドが基準電位に保たれ、撮像装置
２２に残存している残留電荷を想定どおりの経路及びタイミングで放電することができ、
撮像装置２２の誤動作を防止することができる。
【００４９】
　内部電源が非搭載である本電子内視鏡装置１の電子内視鏡２では、コイル４０の相互の
電磁結合が解除されるのと同時に撮像装置２２の動作が停止してしまい、残留電荷を放電
させるシャットダウン処理を行うことができないので、電子内視鏡２のグランドとプロセ
ッサ装置３のグランドとの導通を保つことによって残留電荷を想定どおり放電させること
は特に有用である。
【００５０】
　先端部間距離Ｌ２と相対移動量Ｌとの差、即ちコイル４０の相互の電磁結合が解除され
た時点での接触部３２及び３４の相互の接触長Ｌ３は、２０ｍｍ以上であることが好まし
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い。残留電荷の放電に要する時間は、電子デバイスの回路にもよるが、典型的には数十ｍ
ｓ～数百ｍｓであり、コネクタ１３及び１４の相互の接続が解除される際のコネクタ１３
の相対移動速度が通常１００ｍｍ／ｓ～２００ｍｍ／ｓであることを考慮して、接触長Ｌ
３が２０ｍｍ以上あれば、コイル４０の相互の電磁結合が解除された後、接触部３２及び
３４の相互の接触が解除されるまでに、残留電荷を放電するに足る時間を確保することが
できる。なお、接触部３２及び３４の相互の接触長Ｌ３の上限について、接触部３２及び
３４の相互の接触が解除されるまでの時間を延長する観点では特に制限されないが、コネ
クタのサイズを考慮すれば３０ｍｍ以下が適当である。
【００５１】
　図７はコネクタ１３及び１４の変形例の構成を示す。
【００５２】
　図７に示す例は、コネクタ１３及び１４のうち少なくとも一方のコネクタに、他方のコ
ネクタに摺動する摩擦体が設けられたものである。図示の例では、コネクタ１３の嵌合部
４２の外周面４２ａにおける先端側の縁部に、摩擦体としてのＯリング５０が設けられて
いる。Ｏリング５０は、コネクタ１３及び１４が相互に接続され、また相互の接続が解除
される際のコネクタ１３の相対移動に伴いコネクタ１４の嵌合部４３の内周面４３ａを摺
動する。
【００５３】
　コネクタ１３及び１４の相互の接続が解除される際のコネクタ１３の相対移動に伴って
Ｏリング５０がコネクタ１４の嵌合部４３の内周面４３ａを摺動することにより、コネク
タ１３の相対移動に対する摩擦抵抗が生じ、コネクタ１３及び１４の相互の接続が解除さ
れる際のコネクタ１３の相対移動速度を抑制することができる。それにより、コイル４０
の相互の電磁結合が解除された時点での接触部３２及び３４の相互の接触長Ｌ３を小さく
でき、コネクタ１３及び１４の小型化が可能となる。
【００５４】
　なお、コネクタ１４の嵌合部４３の内周面４３ａにＯリング５０を設けてもよいし、嵌
合部４２の外周面４２ａ及び嵌合部４３の内周面４３ａの双方にＯリング５０を設けても
よい。また、摩擦体の形状は、Ｃリングであってあってもよいし、嵌合部４２の外周面４
２ａにおいてＯリングやＣリングのように周方向に延びるものに替え、嵌合部４２及び４
３の嵌合方向（軸方向）に延びるものであってもよい。さらにまた、摩擦体は、嵌合部４
２及び４３に限らず、例えば嵌合部４２に保持されているライトガイド２５の末端部やラ
イトガイド２５の末端部を収容するプロセッサ装置３側の収容部に設けられていてもよい
。
【００５５】
　図８は、コネクタ１３及び１４の他の変形例の構成を示す。
【００５６】
　図７に示した例では、嵌合部４２の嵌合部４３からの抜去が完了するまでの間、Ｏリン
グ５０が嵌合部４３の内周面４３ａを摺動し、コネクタ１３の相対移動に対する摩擦抵抗
が生じる。すなわち、コイル４０の相互の離間距離が最大離間距離Ｌ１に達するまでのコ
ネクタ１３の相対移動に対しても摩擦抵抗が生じる。これに対して、図８に示す例は、コ
イル４０の相互の離間距離が最大離間距離Ｌ１に達するまでのコネクタ１３の相対移動に
対しては摩擦抵抗が生ぜず、コイル４０の相互の離間距離が最大離間距離Ｌ１に達した後
のコネクタ１３の相対移動に対してのみ摩擦抵抗が生じるように構成されたものである。
【００５７】
　図示の例では、コネクタ１４の嵌合部４３の底部側の内周に環状の凹溝５１が設けられ
ている。コネクタ１３及び１４が相互に接続された状態で、凹溝５１は、コネクタ１３の
嵌合部４２の先端部に設けられたＯリング５０に重なり、さらにＯリング５０よりも嵌合
部４３の開口側に延びて形成されている。Ｏリング５０と、Ｏリング５０が摺動する被摺
動部としての嵌合部４３の内周面４３ａとの間には、コネクタ１３及び１４の相互の接続
が解除される際のコネクタ１３の相対移動方向に沿って、Ｏリング５０との間に上記相対
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移動量Ｌ（コネクタ１３及び１４が相互に接続されている状態からコイル４０の相互の離
間距離が最大離間距離Ｌ１となるまでのコネクタ１３の相対移動量）以上且つ先端部間距
離Ｌ２未満の間隔Ｌ４があけられている。
【００５８】
　コネクタ１３及び１４の相互の接続が解除される際には、コイル４０の相互の離間距離
が最大離間距離Ｌ１に達した後に、Ｏリング５０が嵌合部４３の内周面４３ａを摺動する
。すなわち、コイル４０の相互の離間距離が最大離間距離Ｌ１に達するまでのコネクタ１
３の相対移動に対しては摩擦抵抗が生ぜず、コイル４０の相互の離間距離が最大離間距離
Ｌ１に達した後のコネクタ１３の相対移動に対してのみ摩擦抵抗が生じる。それにより、
コネクタ１３及び１４の相互の接続を解除する際の操作性を高めることができる。
【００５９】
　図９及び図１０は、コネクタ１３及び１４の他の変形例の構成を示す。
【００６０】
　図９及び図１０に示す例は、コネクタ１３側のコイル４０が嵌合部４２に設けられ、ま
たコネクタ１４側のコイル４０が嵌合部４３に設けられており、且つ両コイル４０が嵌合
部４２及び４３の嵌合方向と略直交する方向に対向して配置されているものである。
【００６１】
　以上の構成においても、コネクタ１３及び１４の相互の接続が解除される際のコネクタ
１３の相対移動方向に沿って、電力の授受が維持されるコイル４０の相互の最大離間距離
をＬ１、コネクタ１３及び１４が相互に接続されている状態での接触部３２及び３４の各
々の先端部間距離をＬ２、コネクタ１３及び１４が相互に接続されている状態からコイル
４０の相互の離間距離が最大離間距離Ｌ１となるまでのコネクタ１３の相対移動量をＬと
して、Ｌ２＞Ｌとすることにより、コイル４０の相互の電磁結合が解除されて電力の授受
が不能となった後に接触部３２及び３４の相互の接触が解除されることとなる。それによ
り、コイル４０の相互の電磁結合が解除されて電力の授受が不能となった時点において、
電子内視鏡２のグランドが基準電位に保たれ、撮像装置２２に残存している残留電荷を想
定どおりの経路及びタイミングで放電することができ、撮像装置２２の誤動作を防止する
ことができる。なお、図７及び図８に示したＯリング５０（摩擦体）を備える構成は、本
変形例においても適用可能である。
【００６２】
　また、ここまで、電磁結合されるコイル４０の対を用いて電子内視鏡２とプロセッサ装
置３との間で絶縁を保って電力の授受を行う電子内視鏡装置１について説明したが、接触
によって結合される端子対を用いて電子内視鏡とプロセッサ装置との間で電力の授受を行
う電子内視鏡装置においても、本発明は有用であり、端子対の相互の結合が解除されて電
力の授受が不能となった後に電子内視鏡及びプロセッサ装置の各々のグランドを導通させ
る接触部の相互の接触が解除されるように構成することにより、電子内視鏡に搭載される
電子デバイスに残存している残留電荷を想定どおりの経路及びタイミングで放電すること
ができ、電子デバイスの誤動作を防止することができる。
【００６３】
　以上、説明したとおり、本明細書には下記事項が開示されている。
【００６４】
（１）　電子内視鏡と、上記電子内視鏡との間で電力及び信号を授受するプロセッサ装置
と、を備え、上記電子内視鏡及び上記プロセッサ装置は、相互に接続されるコネクタをそ
れぞれ有し、上記コネクタは、電力及び信号を授受する入出力部と、上記電子内視鏡及び
上記プロセッサ装置の各々のグランドを導通させる接触部とをそれぞれ含んでおり、上記
コネクタの相互の接続が解除される際に、上記入出力部の相互の結合が解除されて電力の
授受が不能となった後に上記接触部の相互の接触が解除される電子内視鏡装置。
（２）　上記入出力部は、相互に絶縁された状態で電力及び信号を授受する上記（１）の
電子内視鏡装置。
（３）　上記コネクタの相互の接続が解除される際の上記電子内視鏡の上記コネクタの相



(10) JP WO2015/145849 A1 2015.10.1

10

20

30

40

50

対移動方向に沿って、電力の授受が維持される上記入出力部の相互の最大離間距離をＬ１
、上記コネクタが相互に接続されている状態での上記接触部の各々の先端部間距離をＬ２
、上記コネクタが相互に接続されている状態から上記入出力部の相互の離間距離が上記最
大離間距離Ｌ１となるまでの上記電子内視鏡の上記コネクタの相対移動量をＬとして、Ｌ
２＞Ｌである上記（２）の電子内視鏡装置。
（４）　上記先端部間距離Ｌ２と上記相対移動量Ｌとの差が２０ｍｍ以上である上記（３
）の電子内視鏡装置。
（５）　少なくとも一方の上記コネクタは他方の上記コネクタに摺動する摩擦体を有する
上記（１）から（４）のいずれか一つの電子内視鏡装置。
（６）　上記摩擦体が摺動する上記他方のコネクタにおける被摺動部は、上記コネクタの
相互の接続が解除される際の上記電子内視鏡の上記コネクタの相対移動方向に沿って、上
記摩擦体との間に上記相対移動量Ｌ以上且つ上記先端部間距離Ｌ２未満の間隔をあけて設
けられている上記（５）の電子内視鏡装置。
（７）　上記電子内視鏡は内部電源非搭載の電子内視鏡である上記（１）から（６）のい
ずれか一つの電子内視鏡装置。
【符号の説明】
【００６５】
１ 電子内視鏡装置
２ 電子内視鏡
３ プロセッサ装置
４ モニタ
１０ 挿入部
１１ 操作部
１２ ユニバーサルコード
１３ コネクタ
１４ コネクタ
２０ 照明光学系
２１ 対物光学系
２２ 撮像装置
２４ 光源
２５ ライトガイド
２８ 撮像素子
２９ 駆動・読出回路
３０ 配線群
３１ 入出力部
３２ 接触部
３３ 入出力部
３４ 接触部
３５ 回路部
３６ 筐体（グランド）
３７ 電源回路
３８ 信号処理回路
４０ コイル
４１ａ 発光素子
４１ｂ 受光素子
４２ 嵌合部
４２ａ 外周面
４３ 嵌合部
４３ａ 内周面（被摺動部）
５０ Ｏリング（摩擦体）
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５１ 凹溝
Ｃ１ コンデンサ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月22日(2016.4.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子内視鏡と、前記電子内視鏡との間で電力及び信号を授受するプロセッサ装置と、を
備え、
　前記電子内視鏡及び前記プロセッサ装置は、相互に接続されるコネクタをそれぞれ有し
、
　前記コネクタは、相互に絶縁された状態で電力及び信号を授受する入出力部と、前記電
子内視鏡及び前記プロセッサ装置の各々のグランドを導通させる接触部とをそれぞれ含ん
でおり、
　前記コネクタの相互の接続が解除される際に、前記入出力部の相互の結合が解除されて
電力の授受が不能となった後に前記接触部の相互の接触が解除される電子内視鏡装置。
【請求項２】
　前記コネクタの相互の接続が解除される際の前記電子内視鏡の前記コネクタの相対移動
方向に沿って、電力の授受が維持される前記入出力部の相互の最大離間距離をＬ１、前記
コネクタが相互に接続されている状態での前記接触部の各々の先端部間距離をＬ２、前記
コネクタが相互に接続されている状態から前記入出力部の相互の離間距離が前記最大離間
距離Ｌ１となるまでの前記電子内視鏡の前記コネクタの相対移動量をＬとして、Ｌ２＞Ｌ
である請求項１記載の電子内視鏡装置。
【請求項３】
　前記先端部間距離Ｌ２と前記相対移動量Ｌとの差が２０ｍｍ以上である請求項２記載の
電子内視鏡装置。
【請求項４】
　少なくとも一方の前記コネクタは他方の前記コネクタに摺動する摩擦体を有する請求項
２又は３記載の電子内視鏡装置。
【請求項５】
　前記摩擦体が摺動する前記他方のコネクタにおける被摺動部は、前記コネクタの相互の
接続が解除される際の前記電子内視鏡の前記コネクタの相対移動方向に沿って、前記摩擦
体との間に前記相対移動量Ｌ以上且つ前記先端部間距離Ｌ２未満の間隔をあけて設けられ
ている請求項４記載の電子内視鏡装置。
【請求項６】
　前記電子内視鏡は内部電源非搭載の電子内視鏡である請求項１から５のいずれか一項記
載の電子内視鏡装置。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　電子内視鏡と、電子内視鏡との間で電力及び信号を授受するプロセッサ装置と、を備え
、電子内視鏡及びプロセッサ装置は、相互に接続されるコネクタをそれぞれ有し、コネク
タは、相互に絶縁された状態で電力及び信号を授受する入出力部と、電子内視鏡及びプロ
セッサ装置の各々のグランドを導通させる接触部とをそれぞれ含んでおり、コネクタの相
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互の接続が解除される際に、入出力部の相互の結合が解除されて電力の授受が不能となっ
た後に接触部の相互の接触が解除される電子内視鏡装置。
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